
学校番号 １１ 長野県須坂園芸高等学校 

 

平成２２年度（２０１０年度）  学校評価表（総括） 

【1】 学校教育目標と重点目標    「明るい学園 美しい心」 

学校教育目標 (1) 人格の形成 ・自然に親しみ、生命を守り育てる農業教育を通して、知・徳・体のバランスの取れた豊かな人間性を育てる。 

  ・個々の生徒の持つ能力を発展させ、自主的精神と実践力に富んだ、創造性溢れる人格の形成を目指す。 

 (2) 社会人としての資質の向上 ・自らに誇りを持ち、平和で民主的な社会を目指す社会人としてふさわしい資質を養う。 

 (3) 職業観の確立 ・一般教養やマナーを身につけさせると共に、農業や勤労体験を通して、正しい職業観を身につけさせる。 

中・長期的目標 (1) 農業の持つ教育力を通して、体験的に自然環境や生命の大切さを身につけさせる。 

今年度の重点目標 (2) 地域に根ざした信頼される学校づくりをすすめる。 

 (3) 自ら学ぶ力を身につけ、進路希望が実現するように支援する。 

 (4) 社会常識やマナーを身につけ、社会で自立できる人材の育成に努める。 

 

【2】 今年度の重点活動及び総括                                     ※A・B・C・Dは評価を表わし、A：達成できた～D：不十分であることを示す。数値は全体の％を表わす。 

領域 対象 評価項目 評価の観点 A B C D 分析 

教 

育 

活 

教育課程 １ 教育課程の編成 学校教育目標および重点目標を具体化する教育課程の編成になって

いるか。 19 77 3 0 

数学・理科の先行実施に伴い、平成２４年度以降の教育課程について検討したが、まだ具

体的に議論が進んでいない。現在の生徒の実態に応じた教育課程を編成しても良い時期だ

と考える。学び直しや朝ドリルの位置づけと合わせた教育課程も検討すべき。 

動  ２ 選択科目の設定 生徒の進路希望や実態に応じた選択科目（普通科目、専門科目）の

設定になっているか。 
23 60 13 3 

進路の希望人数に対して講座数が多いので、２３年度には希望人数に適応した講座数とな

るように科目の編成を見直す必要がある。 

 学習指導 １ 基礎学力の充実 一人一人に対して行き届いた個別的な指導がなされているか。 

20 63 17 0 

朝や放課後を利用して、検定前の補習などは徹底されているが、それ以外での考査に向け

た補習などの個別指導はまだ不十分である。３学期に対応するのではなく、基礎学力が不

足している生徒には１学期の早い段階から個別対応すべき。 

  ２ 教科間の連携 関連項目など、必要に応じて教科の枠を超えた共同の取り組みが行

われているか。 
7 43 43 7 

教科の枠を超えた取り組みはなかなかできていないのが現状である。仮に実施されていた

としても、それを情報として知られていない。 

  ３ 資格の取得 職業ライセンスの取得を支援する体制がとられているか。 

48 48 0 3 

危険物取扱者試験などを中心に講習会が開かれているが、ただ講習会を開くだけでなくも

う少し合格率を上げられるような体制をとれないか。さらには、ただ受験するだけでなく、

きちんと学習させていく体制をとれないか。 

  ４ 本校の独自性の追

求 

プロジェクト学習などで本校の独自性を生かしているか。 
52 42 6 0 

課題研究発表会を筆頭にプロジェクト発表を行い、プロジェクト学習は十分高いレベルで

行えている。 

 生活指導 １ 家庭および関係団

体との連携 

問題行動が発生したときのみならず、普段から家庭との連携がとれ

ているか。生活指導上の手続きや指導が、保護者に説明されている

か。また、関係団体との連携がとれているか。 

57 43 0 0 

担任と保護者間の連絡、教員間の連絡、生徒指導の行う警察・各学校との連絡等ほぼ適正

に行われている。生徒指導事案の発生を抑止する観点から、各教科指導と家庭間の連絡に

ついて体系化し、教員間の共通認識を得ておく必要はないか。 

  ２ 生徒への投げかけ 校内での問題を、絶えず生徒に考えさせ、自ら解決するよう指導し

ているか。 
43 53 3 0 

新入生オリエンテーションに始まり、１学年を中心に学年集会等による指導の徹底と生徒

への投げかけを行った。１学年時に学ぶ姿勢を作らせる指導は継続すべき。 

 

 

 ３ 社会性の習得 マナーなど社会で通用する生徒を育てるよう、指導をしているか。 

50 47 3 0 

全職員で「気付いたことはその場で指導」という教員側の意識が重要。「高校生だからわ

かるだろう。こんなあたりまえのこと…」という内容を指導する教員集団の姿勢は継続す

べき。以前にも増して、生徒の幼さが目立つ。 



 生徒会・ 

課外活動 

１ クラブ活動の活発

化 

１年生にクラブ全員加入を目指すような働きかけをするとともに、

各クラブが活発に活動したか。 6 55 39 0 

１年生の９割はクラブ加入しているが、活発に活動しているかどうかは今後確認し、全員

加入が妥当かどうか経過的に検討する。そのためにも、来年度も全員加入に向けた働きか

けをしたい。 

  ２ 明るい学園に向け

た活動の計画的実

行 

執行部が挨拶運動を毎朝実施する中で、挨拶ができるよう雰囲気に

なったか。また、各部会・委員会が計画的に、活発に活動したか。 17 67 13 3 

挨拶クラブも立ち上げたが頓挫してしまった。新執行部でも同様に挨拶運動を交替で実施

している。校内でも挨拶してくれる生徒が増えたように感じる。部会・委員会の活動をも

う少し計画的に行い、活発にできるようにしたい。 

  ３ 農業クラブ活動へ

の全員参加 

県連事務局として理事会・総会の運営をしながら、全員が参加でき

る農業クラブ活動を目指せたか。 
24 55 21 0 

農業クラブの活動の意味を全校に分かってもらうための情報発信が必要である。また、全

校が参加しているという意識がもてるような活動を展開したい。 

  ４ 広報活動の定期化 新聞（執行部だより、図書館だより、保健だより）を定期的に発行

し、生徒および保護者に活動の様子を知ってもらえたか。また、生

徒会行事について、定期的にホームページへの掲載を行ったか。 

70 30 0 0 

新聞を定期に発行でき活動の様子を知ってもらえたので、さらに内容を工夫したい。また、

生徒が計画的に活動していけるように発行日の定着を図りたい。 

  ５ 地域活動への積極

的参加 

地域に関わる活動に積極的に参加したか。また、校内・校外美化運

動を定期的に行えたか。 
37 60 3 0 

園芸太鼓演奏やボランティア活動など地域に関わる活動に参加を積極的にしてきたので

継続したい。校内外の美化活動も定期的にしっかり行っていきたい。 

 進路指導 １ 指導方針と年間計

画 

３年間を見通した指導方針に基づいた、学年の特色を生かした計画

が樹立されているか。 
14 76 10 0 

各学年の指導方針を生かした計画を基に、進路指導を進めることができた。３年間を見通

して学校全体で取り組む体制づくりを進めたい。 

  ２ 情報提供と相談の

充実 

早めに進路情報の収集を行い、生徒・保護者の要望に即した情報の

提供と相談体制がとられているか。 
29 71 0 0 

進学・就職ともに情報収集と提供はしっかりと行えた。今後は情報の提供の仕方を工夫 

していく必要がある。 

  ３ 学年との連携 学年との協力体制・連絡体制が確保されているか。 
21 76 3 0 

各学年と係で進路ガイダンス・学習合宿・職場体験等に協力して取り組めた。特に３学年

とは連携が密に取れて、進路の実績にも表れた。 

  ４ 就職指導 生徒の職業意識が高まるように、職場体験やキャリアガイダンス等

が実施できたか。 
41 55 3 0 

産業視察（３学年）と企業実習（２学年）に新たに取り組んだ。体験が生かされるように 

実施前後の指導に力を入れていきたい。 

  ５ 進学指導 志望校の早期決定と受験対策および入学にむけて指導が行われたか

。 
19 74 7 0 

進学者対象の補習や就職者対象の労働講座を行った。今後とも進路実現にむけて、意識を

高めてしっかりと準備出来る指導を行う。 

 学校保健 １ 健康管理 健康診断や保健調査等から、関係機関との連携しながら適切な保健

指導ができたか。 52 48 0 0 

心電図、貧血検査、歯科検診等は事後処理として家庭通知を配布。精密検査が４月中に終

了し、強歩大会に参加できたり、部活に早期に復帰したりするなど、校医や家庭の協力で

適切な治療検査が出来たので継続したい。 

  ２ 健康教育 保健教育を、教科・クラス・生活指導などと連携してできたか。 

52 48 0 0 

１学年には薬物乱用防止講演会、学年ごとに性教育、文化祭ではいのちの大切さの講演会

を行った。保健委員が進行を行ったことや、３学年は年齢の近い大学生が講師となる参加

型学習により自他の生命を改めて見つめる機会となった。 

  ３ 環境安全教育 生徒の健康・安全を守るための環境整備が、学校全体として取り組

めていたか。 48 52 0 0 

保健だよりの発行、トイレや手洗い場の石鹸・消毒液の補充を定期的に行ってきたが、液

体石鹸の容器が紛失したり、石鹸の減りが極めて速かったりするので、委員が協力するだ

けでなく、使用する学校全体にも環境について働きかけていく必要がある。 

 図書館 １ 図書館機能の充実 生徒の希望する図書や授業で必要な図書を充実させ、情報センター

として機能しているか。 
45 55 0 0 

全校生徒対象のアンケートをもとに年に一度店頭購入を行い、できる限り要望に応える選

書をしてきた。教科の先生方の購入希望には速やかな対応を心がけてきた。 

  ２ 授業との連携 授業などで使用する資料や図書が準備でき、授業と連携した図書館

活動がなされているか。 41 55 3 0 

３年政治経済のリポート学習には他校の図書を借りる等して資料を整えた。農業専門科目

での利用も野菜コースを中心に行われた。今年度は体育館改修の都合で、体育科の利用も

多くあった。 

  ３ 委員会活動の充実 図書委員が図書館運営に参画しているか。 
52 48 0 0 

毎週役員会を開いてそのときどきに実施すべきことを検討してきた。それをもとに広報活

動や利用促進の働きかけを行ってきた。 



 ＰＴＡ・ 

地域連携 

１ ＰＴＡとの連携 ＰＴＡへの情報提供は適切に行われているか。 
10 79 10 0 

ＰＴＡ総会、地区ＰＴＡ、学年ＰＴＡ等において様々な情報を提供した。出席者も昨年よ

り多かった。 

 学校評議員 ２ 学校開放 授業公開や特別活動の見学の機会が設けられているか。 
38 55 7 0 

学校開放のための多くの企画を実施した。農場を中心に特別活動等で開かれた学校づくり

が行われているが、中学生や保護者だけでなく地域開放という観点でも工夫が必要。 

  ３ 学校評議員および

地域との相互理解 

学校評議員および地域からの要望に耳を傾けるシステムができてい

るか。また、地域に学校の要望を伝え、相互理解を図りながら協力

体制ができているか。 

31 69 0 0 

学校評議員会やＰＴＡ総会などで要望を伝え合いながら相互理解を図っている。また、課

題研究発表会などで地域の方から講評をもらい、今後の学習に生かすようにしている。 

学 組織運営 １ 分掌の活性化 それぞれの分掌が機能的に働いているか。 14 79 7 0 学校全体として機能的に運営できるように、今後も引き続き努めていく必要がある。 

校 

運 

 ２ 負担の軽減 分掌の適正化が図られ、会議の精選が図られているか。 
3 66 24 7 

１人１分掌を目指しているが、それ以上に業務での負担が偏っている面もある。また、会

議が多いので、今後も精選を図るように努めていく。 

営  ３ 学校評価 学校評価が学校運営に生かされているか。学校全体の負担増・多忙

化を招いていないか。 
3 72 24 0 

学校評価の在り方が現状に合っていないので検討し、２３年度から重点活動として実行し

ていくものを学校評価に位置付けるようにした。 

 研修 １ 研修の保障 校内外での研修が保障され、教職員の研修が旺盛に進められている

か。 
13 77 10 0 

総合教育センターの研修をはじめ、先端技術研修（ワインの研修／食品科学科担当職員）

や情報処理研修など教職員の研修が保障され、実施されている。 

  ２ 研修の成果の共有 個々の研修が学校全体の教育活動に生かされているか。 7 62 31 0 生かされている部分もあるが、必ずしも十分とはいえない。共有のための工夫が必要。 

 

 


